
長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
方
言
に
お
け
る
ゴ
ト
表
現

第

一
章
　
目
的
と
方
法

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
町
は
、
宇
久
島
と
属
島
の
寺
島
か
ら
な
り
、
五
島

列
島
最
北
端
に
位
置
す
る

（図
１
黒
部
分
）
。
他
の
島
々
に
は
な
い
言
語
特

徴
が
期
待
さ
れ
る
も
、
宇
久
方
言
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
。

管
見
で
は
、
原
田

（
一
九
八
三
）
、
「宇
久
町
郷
土
誌
』
貧

九
六
七
）
含
一

〇
〇
三
）、
月
川

（
一
九
九
七
）
に
記
述
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
表
現
に

関
す
る
記
述
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
宇
久
方
言
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
九
州
方

言
で
比
況
表
現
と
し
て
、
よ
く
み
ら
れ
る
ゴ
ト
表
現
を
足
掛
か
り
に
す
る
。

同
じ
九
州
の
博
多
方
言
で
は
ゴ
ト
の

一
語
形
で
言
わ
れ
る
発
話
も
、
宇
久
方

言
で
の
ゴ
ト
表
現
は
、
ゴ
ト
、
ゴ
テ
、
ゴ
ツ
な
ど
多
様
な
形
態
で
用
い
ら
れ

て
お
り
、
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
宇
久

方
言
の
特
徴
の
考
察
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。

調
査
は
自
然
傍
受
に
よ
っ
た
が
、
宇
久
島
を
構
成
す
る
十
の

「郷
」
そ
れ

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
方
言
に
お
け
る
ゴ
ト
表
現

門
　
屋

飛
　
央

ぞ
れ
で
、　
一
組
も
し
く

は
二
組
に
協
力
し
て
頂

い
た
。
年
齢
と
性
別
は

様
々
で
、
い
ず
れ
も
幼

年
期
か
ら
、
そ
の
郷
で

生
活
し
て
い
る
方
を
対

象
と
し
た
。
筆
者
を
交

え
た
日
常
会
話
で
、
時

と
し
て
予
め
用
意
し
た

質
問
に
回
答
し
て
頂
い

た
。
録
音
機
材
に
は
Ｉ

Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使
用

し
た
。
調
査
期
間
は
平

成
二
十
年
八
月
十
四
日

か
ら
同
月
二
十
二
日
、

約
二
十
時
間
に
上
る
録

六

五

図 1 九州西北部の中の「宇久島」



音
時
間
の
中
か
ら
ゴ
ト
表
現

（全
百
八
十
四
例
）
を
抜
き
出
し
た
。

以
下
、
ゴ
ト
表
現
を
語
形
毎
に
分
け
、
上
接
語
と
下
接
語
に
着
目
し
、
そ

こ
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
考
察
し
た
い
。

第
二
章
　
ゴ
ト
表
現
の
意
味

ゴ
ト
と
は
、
古
典
語

「如

（ご
と
と

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「古
典
語

現
代
語
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
貧

九
六
九
）
を
参
考
に
、
古
典
語
で
は

「体

言
＋
ノ
＋
ゴ
ト
」
「用
言
連
体
形
＋
ゴ
ト
」
「助
動
詞
連
体
形
＋
ゴ
ト
」
の
主

に
三
構
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
方
言
で
の
ゴ
ト
表
現
は
多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
九
州
方
言
全
体
を
記
述
し
た
住
田

（
一
九
八
三
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

も
の
を
列
挙
す
る
。
氏
は
大
き
く
四
分
し
意
味
を
記
述
し
て
い
る
。
傍
線
は

筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

①
比
況
表
現

ヤ
サ
イ
ガ
　
ヤ
マ
ン
ゴ
ト
　
ト
レ
タ
。
（青
女
）

（野
菜
が
山
の
よ
う
に
と
れ
た
。
）

②
様
態
を
端
的
に
指
示
す
る
表
現

（ア
）

シ
ー
エ
ン
ゴ
テ
　
ナ
ッ
タ
ー
。
（老
女
）

父
年
を
と
つ
て
、
料
理
も
あ
れ
こ
れ
と
）
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

た
な
あ
。
）

（イ
）

ア
ー
　
ウ
レ
シ
カ
ゴ
タ
ー
ル
　
カ
オ
　
ンヽ
ト
ッ
。
（老
男
）

（あ
あ
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
）

上ハ
上ハ

③
希
望
表
現

モ
ー
　
キ
ョ
ワ
　
サ
ム
シ
テ
　
ナ
コ
ゴ
タ
ル
。
（青
女
）

（も
う
、
今
日
は
寒
く
て
泣
き
た
い
く
ら
い
だ
。
）

④
推
測
表
現

コ
ッ
チ
ン
　
ス
イ
カ
ン
　
ホ
ー
ガ
　
ウ
マ
カ
ロ
ゴ
タ
ッ
。
（老
男
）

（こ
っ
ち
の
西
瓜
の
ほ
う
が
う
ま
そ
う
だ
。
）

宇
久
方
言
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
な
使
用
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現

の
派
生
は
、
「如
」
本
来
の

「
二
つ
の
状
態
を
比
況
す
る
表
現
」
か
ら
、
実

際
の
状
態
を
、
話
者
が
判
断
し
た
状
態
で
示
す
、
「断
定
を
避
け
る
表
現
」

に
も
広
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
①
の
よ
う
に
、
「
野
菜
の
収
穫
量
」
と

「山
の
大
き
さ
」
を
比
況
す
る
表
現
か
ら
、
②

（イ
）
を
例
に
と
る
と
、
実

際
の

「何
ら
か
の
表
情
」
に
対
し
て
、
そ
の
表
情
に
類
似
す
る
の
は

「嬉
し

い
」
状
態
と
話
者
が
判
断
し
、
そ
の
判
断
を
示
し
て
実
際
の
表
情
に
は
言
及

し
な
い
、
断
定
を
避
け
る
表
現
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
ら
の
意
味
は
ゴ
ト
自
体
の
意
味
派
生
で
は
な
く
、
ゴ
ト
ヘ
と
受

け
る
述
語
の
主
体
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
人
称
で
用
い
る
と

「様
態
」
や

「推
測
」
、　
一
人
称
で
用
い
る
と

「希
望
」
と
い
う
意
味
合
い
が
出
る
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
て
、
宇
久
方
言
の
ゴ
ト
表
現
は

「
ゴ
ト
系
」
（五
十
八
例
）
と
、
動
詞

ア
ル
を
つ
け
た

「
ゴ
チ
ャ
ー
系
」
（百
二
十
六
例
）
に
大
き
く
三
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
次
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
的
特
徴
を
考
察
す
る
。



第
二
章
　
“コ
ト
表
現
の
形
態
的
特
徴

第

一
節
　
ゴ
ト
系

宇
久
方
言
で
の
ゴ
ト
は
、
多
様
な
語
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態

差
は
、
用
法
の
違
い
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
ゴ
ト
系
は
ゴ
ト
、
ゴ
テ
、
ゴ
ツ

の
三
分
類
で
き
、
用
例
は
少
な
い
が
ゴ
ッ
テ
、
そ
の
他
も
み
ら
れ
る
。
詳
し

い
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
で
は
、
用
例
か
ら
み
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
挙
げ
る
。

ゴ
ト
系
は
、
主
張
部
分
に
よ
る
使
い
分
け
が
考
え
ら
れ
る
。

１
．
ゴ
ト

（二
十
五
例
）

以
下
に
、
用
例
を
挙
げ
る
。
そ
の
際
、
ゴ
ト
の
上
接
と
下
接
の
節
の
つ
な

が
り
を
み
る
。

（ア
）

コ
ド
モ
バ
　
ダ
マ
ス
　
ゴ
ト
　
ダ
マ
サ
ル
ー
タ
イ

（蒲
浦
、
女

性
、
八
十
三
歳
前
後
）

父
徒
歩
で
病
院
に
行
く
と
、
帰
り
は
バ
ス
で
帰
る
よ
う
先
生
に
説

得
さ
れ
る
の
で
）
子
ど
も
を
編
す
よ
う
に
編
さ
れ
る
の
だ
）

（イ
）

テ
ル
チ
ャ
ン
不ヽ
、
カ
ワ
イ
ソ
カ
ッ
タ
ッ
チ
ャ
モ
ン
不ヽ
―
、
ユ
メ

ン
　
ゴ
ト
　
ナ
ク
ナ
ッ
タ
　
モ
ン
ネ

（松
原
、
女
性
、
八
十
歳
）

父
同
級
生
が
急
死
し
た
こ
と
に
対
し
て
）
テ
ル
ち
ゃ
ん
ね
、
可
哀

相
だ
っ
た
も
の
ね
、
夢
の
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
も
ん
ね
）

い
ず
れ
も
上
接
か
ら
下
接

へ
節
が
か
か
り
、
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
え

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
方
言
に
お
け
る
ゴ
ト
表
現

る
。
（ア
）
を
例
に
と
る
と
、
「蝙
さ
れ
る
」
こ
と
を
言
う
た
め
に
、
「子
ど

も
を
蝙
す
」
こ
と
を
挙
げ
、
比
況
し
て
い
る
。
（イ
）
で
も

「
亡
く
な

っ

た
」
こ
と
に

「夢
の
よ
う
に
」
が
か
か
っ
て
い
る
。
上
接
か
ら
下
接
へ
と
か

か
っ
て
い
る
た
め
、
上
接
節
は
下
接
節
の
補
足
と
し
て
働
い
て
お
り
、
下
接

部
に
主
張
が
あ
る
と
い
え
る
。

２
　
ゴ
テ

（全
十
六
例
）

ゴ
テ
は
上
接
す
る
節
が
引
用

・
例
示
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
以
下
に
用

例
を
挙
げ
る
。

（ア
）

オ
ー
ク
ボ
ニ
　
イ
ッ
テ
　
キ
ケ
バ
、
オ
バ
サ
ン
ガ
、
オ
バ
サ
ン

ド
ガ
　
ユ
ー
タ
　
ゴ
テ
　
ハ
ヨ
ハ
ヨ
ハ
ヨ
ハ
ヨ
　
テ
　
ユ
ー
タ
、

ハ
ハ
ハ
ハ

（狩
立
、
女
性
、
七
十
五
歳
）

父
狩
立
に
近
い
集
落
の
大
久
保
の
話
し
方
に
つ
い
て
筆
者
が
尋
ね

た
時
）
大
久
保
に
行
っ
て
聞
い
た
ら
、
お
ば
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う

に
ハ
ヨ
ハ
ヨ
っ
て

（早
口
で
）
言
う
）

（イ
）

イ
マ
ダ
ニ
　
ク
ヤ
シ
カ
ッ
タ
イ
、
ソ
ー
　
ワ
ガ
ジ
ブ
ン
ノ
　
オ

モ
ッ
　
ゴ
テ
　
ソ
ー
　
ツ
レ
ン
ケ
ン
、
ツ
イ
キ
ラ
ン
　
ケ
ン

（堀
河
、
男
性
、
七
十
七
歳
）

父
若
い
時
は
い
つ
も
大
漁
だ
っ
た
が
、
年
老
い
て
か
ら
、
あ
ま
り

獲
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
）
未
だ
に
悔
し
い
の
だ
、
自
分

の
思
う
よ
う
に
釣
れ
な
い
か
ら
、
釣
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
）

（ア
）
で
は

「
お
ば
さ
ん
が
言
っ
た
」
内
容
の
通
り
、
大
久
保
で
は

「言

う
」
の
で
あ
り
、
ゴ
テ
の
上
接
す
る
節
が
、
そ
の
例
示
と
な
っ
て
い
る
。
ま

六
七



た
、
下
接
す
る

「言
う
」
よ
り
も
、
上
接
す
る

「
お
ば
さ
ん
が
言

っ
た
」
に

主
張
が
あ
る
。
（イ
）
に
お
い
て
も
、
話
者
が

「
悔
し
い
」
の
は

「釣
れ
な

い
」
こ
と
で
は
な
く
、
例
示
し
て
挙
げ
る
上
接
の
節

「自
分
の
思
う
よ
う

に
」
な
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
で
あ
り
、
や
は
り
主
張
は
上
接
の
節
に
あ
る

と
い
え
る
。

ゴ
ト
と
ゴ
テ
の
使
い
分
け
は
、
同

一
人
物
の
同
じ
上
接
語
、
下
接
語
に
お

い
て
も
み
ら
れ
る
。
以
下
の
二
例
は
堀
河
の
男
性

（七
十
七
歳
）
の
発
話
で

あ
る
。（ウ
）

モ
ー
　
イ
マ
ワ
ナ
ー
、
チ
ョ
ッ
ト
　
モ
、
ツ
カ
ワ
ン
　
ゴ
ト

ナ
ッ
タ
　
モ
ン
ネ
、
ジ
ダ
イ
オ
ク
レ
　
ジ
ヤ
モ
ン
　
ゴ
チ
ャ
ー

モ
ン
、
イ
マ
　
ソ
ゲ
ナ
　
コ
ト
バ
ラ
　
イ
ヨ
レ
バ

父
宇
久
方
言
を
話
す
若
年
層
が
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
）
も
う
今

は
、
ち
ょ
っ
と
使
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
も
ん
ね
、
時
代
遅
れ
な

も
の
の
よ
う
だ
も
の
、
今
そ
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
い
た
ら
）

（
工
）

マ
ー
　
イ
マ
デ
ワ
　
チ
ョ
ッ
ト
　
ソ
ー
ユ
ー
　
コ
ト
バ
　
ツ
カ

ワ
ン
　
ゴ
テ
　
ナ
ッ
タ
　
バ
ッ
テ
ン
、
ム
カ
シ
ワ
　
ド
コ
モ
、
コ

ン
　
バ
カ
タ
レ
ガ
マ
ヨ
ー
、
バ
ー
カ
ヨ

父
昔
の
言
葉
遣
い
が
乱
暴
だ
と
い
う
話
の
時
）
今
で
は
ち
ょ
つ
と

そ
う
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
昔
は
ど
こ

で
も
バ
カ
バ
カ

（と
言
い
合
っ
て
い
た
と

二
例
と
も

「
ツ
カ
ワ
ン
　
ゴ
ト
／
ゴ
テ
　
ナ
ッ
タ
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

（ウ
）
は
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
方
言
を
使
わ
な
く

「
な
っ
た
」
と
い
う

変
化
の
下
接
語
に
主
張
が
あ
り
、
（
工
）
は
昔
と
現
在
の
違
う
点
の
例
示
と

六
八

し
て

「使
わ
な
い
よ
う
に
」
な
っ
た
と
い
う
上
接
語
に
主
張
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

３
．
ゴ
ッ

（全
十

一
例
）

ゴ
ッ
は
ナ
行
で
始
ま
る
下
接
語
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

（九
例
）。

ま
た
、
上
接
か
下
接
の
節
に
、
否
定
表
現
が
多
く
含
ま
れ
る

（十
例
）。

（ア
）

ヤ
ッ
パ
ー
、
モ
ー
、
ア
ン
マ
　
ツ
カ
ワ
ン
　
ゴ
ッ
　
ナ
ッ
タ
ラ

ワ
ス
ル
ー
モ
ン
ネ

（神
浦
、
女
性
、
八
十
七
歳
）

父
共
通
語
で
話
す
孫
な
ど
若
年
層
と
の
会
話
で
、
宇
久
方
言
を
最

近
話
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
）
や
は
り
、
あ
ま
り
使
わ
な

い
よ
う
に
な
っ
た
ら
忘
れ
る
も
ん
ね
）

（イ
）

タ
ン
ボ
　
ガ
タ
　
イ
タ
ツ
チ
ャ
ロ
、
シ
ャ
ベ
ロ
　
ゴ
ッ
　
ナ
カ

ケ
ン
、
ミ
メ
ン
　
キ
コ
エ
ニ
ク
カ
シ

（太
田
江
、
女
性
、
六
十

代
か
）

父
筆
者
が
調
査
中
に
、
奥
に
い
た
主
人
が
出
掛
け
て
行
っ
た
こ
と

に
対
し
て
）
日
の
方
に
行

っ
た
の
だ
ろ
う
、
喋
り
た
く
な
い
か

ら
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
し
）

（ア
）
は

「
ナ
ッ
タ
ラ
」
、
（イ
）
で
は

「
ナ
カ
」
と
ナ
行
の
下
接
語
が
つ
く

の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
両
例
と
も
否
定
表
現
を
含
ん
だ
発
話
で
、
ゴ
ッ
は
用

い
ら
れ
て
い
る
。

４
　
ゴ
ッ
テ

（全
三
例
）

ゴ
ツ
テ
は
、
ゴ
ツ
に
接
続
助
詞
テ
が
つ
い
た
語
形
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か



し
、
ゴ
ッ
と
違
う
形
態
的
特
徴
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

ゴ
ミ
ス
テ
バ
　
イ
ク
　
ゴ
ッ
テ
　
コ
ー
　
ヒ
ッ
コ
ロ
ン
デ
、
ソ
ー
カ
ン

モ
ー
　
オ
ト
ロ
シ
ク
ナ
ッ
テ
　
イ
カ
ン
ジ
ョ
ー
ト
　
（松
原
、
女
性
、

八
十
歳
）

父
近
所
の
某
方
が
あ
ま
り
外
出
し
な
く
な
っ
た
理
由
）
ゴ
ミ
捨
て
に
行

こ
引
日
引
「
、
転
ん
で
そ
れ
か
ら
も
う
、
恐
ろ
し
く
な
っ
て

（ど
こ
に

も
）
い
か
な
い
で
い
る
の
だ
）

ゴ
ッ
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
ナ
行
の
下
接
語
や
否
定
表
現
を
含
ん
で
い
な

い
。
ゴ
ッ
テ
で

一
単
語
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
か
も
合
わ
せ
て
、
今
後
考
察

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ら
れ
る
。
ゴ
チ
ャ
ー
系
は
ゴ
チ
ャ
ー
を
基
本
形
と
し
、
ぞ
ん
ざ
い
な
言
い
方

の
ゴ
チ
ャ
、
後
続
の
音
に
よ
る
ゴ
チ
ャ
ッ
、
ゴ
チ
ャ
ン
、
ゴ
チ
ャ
イ
が
み
ら

れ
、
博
多
方
言
の
影
響
の
ゴ
タ
ル
や
そ
の
他
が
あ
る
。
意
味
の
使
い
分
け
で

は
な
く
、
音
に
よ
る
使
い
分
け
が
考
え
ら
れ
る
。

ｌ
．
ゴ
チ
ヤ
ー

（全
七
十
八
例
）

以
下
に
用
例
を
挙
げ
る
。
ゴ
チ
ャ
ー
は
ゴ
ト
系
と
は
違

っ
た
用
法
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（ア
）

チ
ン
グ
ー
　
ッ
チ
、
モ
ー
　
ム
カ
シ
ワ
　
ソ
ゲ
ン
ナ
　
ハ
ナ
シ

モ
　
ョ
ー
　
シ
ョ
ッ
タ
　
バ
ッ
テ
、
イ
マ
ワ
　
ダ
レ
モ
　
オ
ラ
ン

ト
　
デ
ス
ヨ
、
チ
ン
グ
　
ニ
ナ
ル
　
ゴ
チ
ャ
ー
　
オ
ト
コ
ヮ

（狩

立
、
男
性
、
八
十
歳
）

父
宇
久
方
言
で

「親
友
」
を
チ
ン
グ
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
）
チ

ン
グ
つ
て
、
昔
は
そ
ん
な
話
も
よ
く
し
て
い
た
け
ど
、
今
は
誰
も

い
な
い
ん
で
す
よ
、
親
友
に
な
る
よ
う
な
男
は
）

（イ
）

メ
イ
ジ
　
サ
ン
ジ
ュ
ー
　
ナ
ン
不
ン
カ
ニ

『ア
キ
タ
ン
　
ゴ
チ

ャ
ー

（十
川
、
女
性
、
七
十
六
歳
）

父
住
む
家
が
古
く
か
ら
あ
る
こ
と
に
対
し
て
）
明
治
三
十
何
年
か

に
で
き
た
も
の
ら
し
い
）

（ア
）
は

「男
」
に
か
か
る
連
体
修
飾
に
な
っ
て
お
り
、
（イ
）
は
言
い
切

り
に
な
っ
て
い
る
。

六

九

５
　
そ
の
他

（全
三
例
）

「
ミ
ル
　
ゴ
ン
　
ナ
カ
」

ゴ
ト
ン
」
の
三
例
は
、　
〓

で
あ
る
。

以
上
の
分
類
か
ら
、
ゴ
ト
系
は
語
形
に
よ
っ
て
用
法
を
使
い
分
け
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
節
　
ゴ
チ
ャ
ー
系

ゴ
チ
ヤ
ー
と
は
、
ゴ
ト
系
の
ゴ
テ
に
動
詞
ア
ル
が
つ
き
、　
一
語
化
し
た
語

形
と
考
え
ら
れ
る
。
ゴ
ト
は
下
接
の
節
に
か
か
っ
て
い
く
語
形
で
あ
り
、
ゴ

テ
は
上
接
の
節
を
引
用

。
例
示
で
挙
げ
る
語
形
で
あ
る
。
終
止
用
法
を
も
つ

ゴ
チ
ャ
ー
系
は
、
上
接
に
主
張
を
表
す
ゴ
テ
の
用
法
が
前
提
で
あ
る
と
考
え

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
方
言
に
お
け
る
ゴ
ト
表
現

「
オ

ラ

ン

　

ゴ

チ

ョ

　

ハ

ハ

ハ

」

「
ワ

タ

シ

ノ

例
ず
つ
し
か
得
ら
れ
ず
、
今
後
深
い
考
察
が
必
要



２
．
ゴ
チ
ャ

（全
十

一
例
）

ゴ
チ
ャ
ー
と
違
い
、
短
く
発
音
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
上
接
語
や
下
接
語

は
ゴ
チ
ャ
ー
と
変
わ
ら
な
い
。
（
ア
）
の

一
例
だ
け
、
文
末
詞
ナ
を
も
つ
例

が
み
ら
れ
た
。
（イ
）
の
、
ゴ
チ
ヤ
ー
に
文
末
詞
ネ
が
つ
く
用
例
を
挙
げ
、

そ
の
違
い
を
比
較
す
る
。

（
ア
）
ソ
ン
ナ
　
ユ
ワ
ン
ケ
ド
、
ア
ソ
コ
ワ
　
イ
ナ
カ
　
バ
ツ
カ
　
ユ

ー
　
ゴ
チ
ャ
ナ

（松
原
、
女
性
、
八
十
四
歳
）

父
平
郷
の
浜
方
地
域
に
、
東
四
町
、
西
三
町
と
い
う
俗
称
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
筆
者
が
北
何
町
や
南
何
町
は
な
い
の
か
尋
ね
た

時
）
そ
れ
は
言
わ
な
い
け
ど
、
あ
そ
こ

（浜
方
）
は
田
舎
な
だ
け

に
言
う
よ
う
だ
な
）

（イ
）
チ
ョ
ー
シ
ノ
　
ワ
ル
カ
　
到
引

ヤ‐
＝
ベ
ーー
、
ナ
ン
カ
　
ム
カ
シ

ン
　
グ
ン
キ
ヤ
　
ナ
カ
　
ゴ
チ
ヤ
ー

（十
川
、
女
性
、
七
十
六

歳
）
父
祖
母
の
体
調
を
心
配
し
て
い
る
発
話
）
調
子
の
悪
い
よ
う
だ

ね
、
な
ん
か
昔
の
元
気
は
な
い
よ
う
だ
）

ゴ
チ
ヤ
ー
は

（イ
）
の
よ
う
に
文
末
詞
ネ
が
つ
く
が
、
ナ
の
用
例
は
な

い
。
待
遇
価
値
に
よ
る
差
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ゴ
チ
ャ
ー
と
ゴ
チ
ヤ
で
待
遇

差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
用
例
が
少
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

次
の
３
　
の
類
の
語
形
は
、
下
接
語
の
頭
子
音
に
影
響
を
受
け
、
「
ッ
」

な
ら
／
ｔ
／
、
「
ン
」
な
ら
／

ｎ
／
、
「
イ
」
な
ら
／
ｊ
／
の
逆
行
同
化
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
〇

３
．
１
　
ゴ
チ
ヤ
ッ

（全
十

一
例
）

ゴ
チ
ャ
ッ
は
夕
行
で
始
ま
る
下
接
語
が
つ
く
こ
と
が
多
い

（十
例
）
。
特

に
過
去
の
助
動
詞
夕
が
下
接
す
る
こ
と
が
多
い

（七
例
）
。

モ
ー
　
シ
コ
ー
キ
ナ
ン
カ
　
ノ
ッ
タ
ラ
　
バ
カ
ン
　
ゴ
チ
ヤ
ツ
　
タ
不ヽ

―

（松
原
、
女
性
、
八
十
四
歳
）

父
宇
久
へ
は
船
し
か
な
い
が
、
も
し
あ
る
な
ら
飛
行
機
が
速
く
て
便
利

だ
と
い
う
筆
者
の
発
話
に
対
し
て
）
も
う
飛
行
機
な
ん
か
乗

っ
た
ら

（速
く
て
）
馬
鹿
み
た
い
だ

っ
た
ね
）

３
．
２
　
ゴ
チ
ャ
ン

（全
十
例
）

ゴ
チ
ャ
ン
は
ネ
や
ナ
と
い
っ
た
ナ
行
の
文
末
詞
が
、
下
接
す
る
こ
と
が
多

い

（九
例
）
。

ソ
イ
ト
ハ
　
ヤ
ッ
パ
　
オ
ン
ナ
ノ
　
到
剌
釧
鋼
α
ヽ
――

（平
、
女
性
、
八

十
歳
）

（令
家
族
ぐ
る
み
」
を
方
言
で
ユ
ー
ジ
ュ
ー
と
い
う
話
者
自
身
の
回
答

に
補
足
し
て
）
そ
う
い
う
の
は
、
や
は
り
女

（言
葉
）
の
よ
う
だ
ね
）

３
．
３
　
ゴ
チ
ャ
イ

（全
六
例
）

ゴ
チ
ャ
イ
は
文
末
詞
を
伴
い

（五
例
）、
特
に
ヨ
が
多
い

（三
例
）
と
い

え
る
。フ
ネ
ノ
　
ナ
ッ
タ
ヨ
ー
、
キ
タ
　
到
引
釧
月
■―
講
――
　
ツ
テ
ヽ
ユ
ー
ト
デ

ス

（十
川
、
女
性
、
八
十

一
歳
）

（令
船
が
来
た
ら
し
い
」
を
宇
久
方
言
訳
し
た
回
答
）
船

（の
汽
笛
）



が
鳴
っ
た
よ
、
来
た
ら
し
い
よ
っ
て
言
う
の
で
す
）

４
　
ゴ
タ
ル

（全
三
例
）

宇
久
方
言
で
は
ゴ
チ
ャ
ー
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ゴ
タ
ル
は
用
例
も
少

な
く
、
博
多
方
言
か
ら
伝
播
し
た
比
較
的
新
し
い
語
形
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
マ
タ
　
オ
ー
ク
ボ
ニ
　
イ
ッ
タ
ラ
、
マ
タ
モ
　
オ
ー
ク
ボ
ニ
　
キ
ガ

ネ
、
コ
ト
バ
ガ
　
モ
ー
　
ワ
カ
ラ
ン
　
ゴ
タ
ー
ル

（飯
良
、
女
性
、
七

十
代
か
）

父
周
辺
の
集
落
と
の
方
言
差
に
つ
い
て
）
ま
た
大
久
保
に
行
っ
た
ら
、

ま
た
大
久
保
に
聞
か
な
い
と
、
言
葉
が
も
う
わ
か
ら
な

い
よ
う
だ
）

５
　
そ
の
他

（全
七
例
）

「ゴ
ッ
タ
」
、
「
ゴ
タ
ン
」
、
ス
キ
コ
ー
）
チ
ャ
ー
」
、
「ゴ
チ

ャ
ル
」
、
「
ゴ
タ
」
、
「
ゴ
チ
ャ
エ
」
、
こ
れ
ら
の
語
形
は

一
例

（ゴ
タ
は
二
例
）
し
か
み
ら
れ
ず
、
考
察
に
加
え
な
い
。

第
四
章
　
ゴ
ト
系
と
ゴ
チ
ャ
ー
系
の
用
法
差

第

一
節
　
上
接
語

今
回
の
調
査
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
ゴ
ト
表
現
の
上

接
語
を
、
ゴ
ト
系

（表
１
）
と
ゴ
チ
ャ
ー
系

（表
２
）
そ
れ

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
方
言
に
お
け
る
ゴ
ト
表
現

表
１
　
ゴ
ト
系
の
上
接
語

表
２
　
．コ
チ
ャ
ー
系
の
上
接
語

七
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計

そ
の
他

ゴ
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表
３
　
、コ
ト
系
の
下
接
語

表
４
　
ゴ
チ
ャ
ー
系
の
下
接
語

七
二

ぞ
れ
の
表
で
比
較
す
る
。

ゴ
ト
系
は
動
詞
や
助
動
詞
、
格
助
詞
に
、
下
接
す
る
と
き
に
多
く
み
ら
れ

る
。
語
形
毎
に
み
て
も
、
そ
の
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
ゴ
チ

ャ
ー
系
は
名
詞
や
、
副
詞
と
い
っ
た
ゴ
ト
系
に
な
か
っ
た
品
詞
が
み
ら
れ
る

も
、
動
詞
や
助
動
詞
、
格
助
詞
に
多
く
み
ら
れ
る
。
各
語
形
で
も
、
同
様
だ

と
い
え
る
。

両
系
で
比
較
し
て
も
上
接
語
の
特
徴
は
同
傾
向
が
み
ら
れ
、
第
二
章
で
示

し
た
古
典
語
の
三
構
文
を
引
き
継
い
で
い
る
と
わ
か
る
。

第
二
節
　
下
接
語

ゴ
ト
系

（表
３
）
と
ゴ
チ
ャ
ー
系

（表
４
）
の

下
接
語
を
比
較
す
る
。

ゴ
ト
系
は
動
詞
や
形
容
詞
と
い
っ
た
、
用
言
が

主
に
下
接
す
る
、
連
用
修
飾
的
用
法
が
み
ら
れ

る
。
語
形
毎
に
み
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

一
方
、
ゴ
チ
ャ
ー
系
で
は
終
止
で
多
く
用
い
ら

れ
、
ま
た
、
名
詞
、
助
動
詞
も
多
く
下
接
し
て
い

る
。
終
止
用
法
や
連
体
修
飾
的
用
法
、
助
動
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
語
形
毎
に
み
る
と
、
ゴ

チ
ャ
ー
、
ゴ
チ
ャ
は
広
く
様
々
な
品
詞
に
下
接
し

て
い
る
が
、
ゴ
チ
ャ
ッ
な
ど
下
接
語
の
影
響
が
あ

る
語
形
は
、
や
は
り
そ
の
音
の
語
が
多
い
。

両
系
の
比
較
か
ら
、
そ
の
用
法
に
お
い
て
、
ゴ

計

そ
の
他
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チ
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卜
系
と
ゴ
チ
ャ
ー
系
で
は
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
五
章
　
ま
と
め

宇
久
方
言
で
の
ゴ
ト
表
現
の
用
法
を
み
た
。
宇
久
方
言
で
は
、
ゴ
ト
と
ゴ

テ
を
そ
の
主
張
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
動
詞
ア
ル

と
の
複
合
語
ゴ
チ
ャ
ー
は
上
接
節
に
主
張
の
あ
る
ゴ
テ
に
つ
い
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ゴ
ト
系
と
ゴ
チ
ャ
ー
系
に
も
用
法
に
よ
っ
て
使
い
分
け
が
あ
り
、

ゴ
ト
系
は
主
と
し
て
連
用
修
飾
的
用
法
、
ゴ
チ
ャ
ー
系
は
終
止
用
法
や
連
体

修
飾
的
用
法
、
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
と
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

今
後
の
課
題

今
回
深
く
考
察
を
行
わ
な
か
っ
た
、
形
態
的
特
徴
の
分
析
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
調
査
方
法
も
例
文
訳
に
よ
る
方
法
を
行
い
、
よ
リ
ゴ
ト
表
現

の
文
法
体
系
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

注（１
）
二
藩

（福
江
藩
、
富
江
藩
）
に
よ
っ
て
土
地
を
三
分
し
て
い
た

時
期
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
五
島
列
島
の
方
言
差
の
要
因
と
さ
れ
る
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
方
言
に
お
け
る
ゴ
ト
表
現

（２
）
宇
久
の
郷
に
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
集
落
が
あ
り
、
平
郷

（平
、

十
川
、
松
原
、
堀
河
）
、
小
浜
郷

（蒲
浦
）
、
神
浦
郷
、
飯
良
郷
、
本

飯
良
郷

（宮
ノ
首
、
狩
立
）
、
大
久
保
郷
、
大
田
江
郷
、
野
方
郷
、

木
場
郷
、
寺
島
郷
が
あ
る
。
今
回
は
上
記
以
外
の
集
落
を
録
音
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
郷
内
に
は
ほ
か
の
集
落
が
ま
だ
あ
る
。

（３
）
共
通
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
も
の
。
筆
者
は
、
福
岡
県
大
野
城
市

出
身
で
あ
る
。
祖
父
母
が
宇
久
島
在
住
で
、
幼
い
頃
か
ら
宇
久
島
に

毎
年
訪
れ
て
い
る
。

（４
）
ゴ
チ
ャ
ッ
、
ゴ
チ
ャ
ン
、
ゴ
チ
ャ
イ
そ
れ
ぞ
れ
に
音
声
的
特
徴

が
み
ら
れ
た
が
、
基
本
形
で
あ
る
ゴ
チ
ャ
ー
に
は
、
過
去
の
助
動
詞

夕
や
文
末
詞
ナ
、
ネ
、
ヨ
が
つ
く
用
例
も
み
ら
れ
、
安
易
に
決
定
で

き
な
い
こ
と
が
い
え
る
。

（５
）
こ
れ
ら
の
語
形
は
さ
ら
に
、
ゴ
チ
ャ
ー
系
と
ゴ
タ
ル
系
の
も
の

に
分
け
て
考
察
で
き
そ
う
で
あ
る
。
今
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
に
よ

り
、
用
例
を
集
め
て
考
察
し
た
い
。
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